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大学院博士前期課程
新たなスタート
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諸報
・五島慶太翁胸像の移設と屋外時計の新設

・大学紹介動画が完成

21

緊急企画
新型コロナウイルスを乗り越えよう ！

22

＜表　紙＞　
撮　影　者：地域未来デザイン工学科
　　　　　情報デザインコミュニケーション工学コース

　　　　　４年　　平林　潤之助さん（写真部）
撮影場所：摩周湖 
コメント：スノーシューハイクに行って撮影しました。

積雪期は第一展望台までしか行くことができ
ませんが、スノーシューを履けばどこまでも
行くことができます。外に出ることが辛い時
期ですがまだ見ぬ絶景を求めて、みなさんも
冬を楽しみましょう！

・開会挨拶　北見市長　辻　直孝　氏
・新カーリングホールの紹介
　　　　　北見市、北見工業大学　教授　桝井　文人 氏
・第一部　基調講演：北見工業大学長　鈴木聡一郎 氏
　　　　　講演内容：「冬季スポーツ科学と地方創生

～北見ダイバーシティ空間の創出～」
・第二部　パネルディスカッション
　　　　　パネリスト

辻　　直孝 氏（北見市長）
鈴木聡一郎 氏（北見工業大学長）
舛川　　誠 氏（北見商工会議所会頭）
貝森　輝幸 氏（日本カーリング協会会長）
本橋　麻里 氏（ロコ・ソラーレ代表）
藤井　孝蔵 氏（JAXA名誉教授）

(㈱アルゴグラフィックス社外監査役）
　　　　　コーディネーター
　　　　　　川嶋　信義 氏（北海道新聞北見支社長）

本フォーラムの動画は
本学公式Youtubeサイトで公開中
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北
見
工
業
大
学
は
地
域
に
生
き
る
大
学
と
し
て
、
大
学
が
持
つ
機

能
を
広
く
地
域
に
活
か
し
な
が
ら
地
域
振
興
に
向
け
た
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
は
、
地
域
産
業
界
・
自
治
体
と
の
共
同
研

究
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
が
位
置
す
る
道
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

管
内
　
市
町
村
と
の
議
論
の
実
施
、
初
等
中
等
教
育
・
社
会
人
教
育

18

の
推
進
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
近
年
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
る

社
会
貢
献
を
強
化
拡
大
し
て
お
り
、
現
在
は
、
北
見
市
が
進
め
て
い

る
地
方
創
生
事
業
に
も
深
く
関
わ
っ
て
地
域
を
盛
り
立
て
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
北
見
工
業
大
学
が
進
め
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
振
興

活
動
の
中
か
ら
、
地
域
の
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

アルゴグラフィックス北見カーリングホールオープン記念フォーラム
「北見から世界へ　カーリングが拓く地域の未来」
主催：北見市、北見工業大学、北海道新聞北見支社
後援：日本カーリング協会、北海道カーリング協会、北見カーリング協会

パネルディスカッションの様子。（左から）川嶋信義、辻直孝、鈴木聡一郎、舛川誠、貝森輝幸、本橋麻里
の各氏。藤井孝蔵氏はオンラインで参加。

2020年10月31日に北見市内2つ目の通年
型カーリングホールが開設されました。北見市
はカーリングのまちと言われるほどカーリング
競技が盛んです。このカーリングホールのオー
プンに先立ち、10月24日にカーリングを通じ
た地域振興をテーマとしたフォーラムが北見
工業大学で開催されました。カーリング競技レ
ベル向上と競技人口増、そしてナショナルチー
ム強化合宿誘致よる地域創生の可能性につい
て、基調講演とパネルディスカッションが行わ
れました。

基調講演を行基調講演を行うう
鈴木学鈴木学長長
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地域の冷涼な気候を活かし

カーリング競技を通じた

地方創生へ

　
カ
ナ
ダ
か
ら
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
「
カ
ー
リ
ン
グ
」
を
紹
介

さ
れ
た
　
年
ほ
ど
前
か
ら
普
及
が
始
ま
り
、北
見
市
は
今

40

や
日
本
屈
指
の「
カ
ー
リ
ン
グ
の
ま
ち
」で
す
。2
0
1
8

年
に
開
催
さ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
Ｌ
Ｓ
北
見

（
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
）が
日
本
カ
ー
リ
ン
グ
史
上
男
女
を
通

じ
て
初
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
北
見

市
は
ま
す
ま
す
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
地
域
資
源
と
も
い
え
る
カ
ー
リ
ン

グ
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
べ
く
、
北
見
市
で
は
長
期

滞
在
型
の
合
宿
誘
致
等
に
よ
る
交
流
人
口
拡
大
を
通
じ

た
地
方
創
生
を
目
指
し
、
国
の
支
援
を
受
け
て
、
市
内
二

カ
所
目
と
な
る
通
年
型
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
を
整
備

し
ま
し
た
。地
方
創
生
を
実
現
さ
せ
る
拠
点
と
し
て
、
そ

し
て
、カ
ー
リ
ン
グ
競
技
力
の
向
上
に
寄
与
し
日
本
カ
ー

リ
ン
グ
界
の
未
来
を
切
り
拓
く
先
駆
的
な
施
設
と
し
て

運
用
が
開
始
し
て
い
ま
す
。

聖
地
と
し
て
の「
新
た
な
挑
戦
」

開所式に参列し開所式に参列したた
ロコ・ソラーレ代表理ロコ・ソラーレ代表理事事

本橋麻里さ本橋麻里さんん

2020年10月312020年10月31日日
アルゴグラフィックス北見カーリングホール開所アルゴグラフィックス北見カーリングホール開所式式

　「アルゴグラフィックス北見カーリングホール」という素晴らし
い愛称は、長年にわたり北見市の振興と発展にご尽力をいただき、
当地域のカーリング振興に多大なるご支援・ご協力をいただいてい
る株式会社アルゴグラフィックス様よりネーミングライツ・パートナーと
して手を挙げていただきました。このカーリングホール整備においては、
企業版ふるさと応援寄附金制度を活用して多くのご寄附もいただきま
した。
　多くの皆様の想いが詰まって完成したアルゴグラフィックス北見カー
リングホールです。地域資源であるカーリングの価値
をさらに高め、子どもたちをはじめとする多くの市民
や、北見に訪れる方々にたくさん利用していただ
き、地方創生の拠点になってほしいと思います。

担当者
の思い

北見市教育委員北見市教育委員会会
社会教育社会教育部部

伊藤伊藤　亮亮　主幹主幹
　
新
設
さ
れ
た
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
３
シ
ー
ト
を
有

し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
１
シ
ー
ト
に
は
、
赤
外
線
を
用

い
た
「
ス
ト
ー
ン
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
は
じ
め
、

「
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
」な
ど
、ス
ト
ー
ン
の

軌
跡
や
競
技
者
の
動
き
を
デ
ジ
タ
ル
処
理
し
て
競
技
を

支
援
す
る
　
種
類
も
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

10

す
。こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
カ
ー
リ
ン
グ

ホ
ー
ル
は
世
界
初
。北
見
工
業
大
学
で
は
、
こ
れ
ら
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
最
先
端
の
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
科
学
に
基

づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
や
カ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
戦
術
開
発

へ
の
総
合
的
な
支
援
、
そ
し
て
競
技
力
向
上
を
目
指
し
、

国
内
外
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

北
見
工
業
大
学
が
目
指
す

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
貢
献

◆推進事業
内閣府　地方創生拠点整備交付金
（2019年4月1日～2024年3月31日）
地域資源カーリングを活用した知名
度向上と交流人口拡大のための拠
点整備プロジェクト
◆実施主体
北見市
◆事業概要
地域資源であるカーリングの競技力
向上へと導く支援機能を高める。国
内外からの長期滞在型の合宿誘致
等による交流人口拡大を図り、宿泊
業や飲食サービス業などへの経済
波及効果を雇用創出につなげる。
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ICT（情報通信技術）の特徴を活かし
「人」と「仕事」の誘引による
地域経済の活性化へ

北見市は、北見工業大学と連携しIT企業誘致に努めてきました。北見
市に進出したいIT企業と、地元に残りたい学生を繋げるため、本社で
数年間経験を積んだ後に北見でのスタートアップ人材として戻って

くる人材回帰モデル「サケ（鮭）モデル」を掲げた取組みを実施。2015年か
ら現在までに20名以上の北見工大生が就職し、少しずつ北見に戻り始めて
います。
　東京での仕事を地方でテレワークする「ふるさとテレワーク推進事業」で
は、5年間で延べ800人以上が北見でテレワークを行い、3社 のIT企業が
一戸建てテレワーク用オフィスを開設するなど、IT企業の集積化が進んで
います。その結果、テレワークだけでなく、北見工業大学との共同研究や、

ICTを活用した地元企業との商品開発などが行われるよ 
　うになりました。現在では、多くの自治体や企業からの視
　　察が相次ぐなど、地方創生の先行事例として注目さ
　　　れています。

　
北
見
市
は
、I
T
企
業
の
集
積
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
指
し
、２
０
１
５
年
に
実
施
し
た
首
都
圏
の
仕
事
を
北

見
で
テ
レ
ワ
ー
ク
す
る
実
証
実
験
を
皮
切
り
に
、サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
や
首
都
圏
に
向
け
た
P
R
活
動
、
地

元
I
T
人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。北

見
市
を
取
り
巻
く
自
然
豊
か
な
環
境
を
は
じ
め
、四
季
折

々
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
で
き
る
大
き
な
魅
力
を
発
信
し
、

企
業
の
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
個
人
の

U
・
I
タ
ー
ン
も
推
進
し
て
い
ま
す
。ま
た
、テ
レ
ワ
ー
ク

で
進
出
し
た
I
T
企
業
と
北
見
工
業
大
学
、地
元
企
業
等

が
連
携
し
た
I
C
T
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
も
取

り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
国
の

支
援
を
受
け
、新
た
な
I
C
T
産
業
の
創
出
に
向
け
た
幅

広
い
活
動
を
展
開
。こ
れ
ま
で
に
東
京
に
本
社
を
構
え
る

3
社
が
、
北
見
市
に
テ
レ
ワ
ー
ク
用
の
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

先
端
技
術
と
大
自
然
が
混
ざ
り
合
う

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
I
T
都
市
へ

　
北
見
工
業
大
学
で
は
、大
学
が
育
て
・
生
み
出
す
人
材

と
技
術
が
地
域
活
性
化
に
最
大
限
活
か
さ
れ
る
よ
う
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。I
C
T
人
材
の
地
元
定
着
を
目

指
し
、
北
見
市
と
連
携
し
て
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ハ
ッ

カ
ソ
ン
※
」を
開
催
す
る
な
ど
、学
生
の
I
C
T
へ
の
魅
力
・

関
心
を
強
化
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
地
域
の
初
等
中
等
教

育
の
場
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
を
開
講
す
る
な
ど
、

地
元
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。研
究
領
域

で
は
、
北
見
工
業
大
学
が
強
み
と
し
て
い
る
冬
季
ス
ポ
ー

ツ
の
選
手
育
成
・
競
技
力
向
上
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、

道
路
イ
ン
フ
ラ
点
検
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

※
短
期
間
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
イ
ベ
ン
ト

地
域
の
発
展
に
思
い
を
強
め
る

北
見
工
業
大
学
の
役
割

担当者
の思い

◆推進事業
内閣府　地方創生推進交付金
（2019年4月1日～2022年3月31日）
地元大学の研究シーズを活用した
産学官連携によるICT産業創出推進
計画
◆実施主体
北見市IoT推進ラボ（北見市、北見
工業大学、公設試験研究機関、地元
企業で構成）
◆事業概要
産学官連携によるICT人材の育成と
産業創出プロジェクトを展開する。独
自製品の開発により、IT企業及び人
材の集積化を図りながら地域のICT
を通じた産業力向上を図る。

北見市商工観光北見市商工観光部部
工業振興工業振興課課

松本松本　武武　係長係長

北見に進出したＩＴ企業のテレワーク用オフィ北見に進出したＩＴ企業のテレワーク用オフィスス
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大
学
が
持
つ
機
能
の
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
人
材
育
成
で
す
。

「
地
方
創
生
」
に
向
け
た
教
育
面
で
の
取
組
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
地
域
に
活
き

る
人
材
の
育
成
と
、育
成
し
た
若
者
の
地
域
へ
の
就
職
・
定
着
促
進
に
向
け
た
活
動

を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

若者の　　　　　　定着地域

文部科学省　地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ものづくり・人材」が拓く「まち・ひと・しごとづくり」
オール北海道雇用創出・若者定着プロジェクト

　
地
方
創
生
を
担
う「
ひ
と
」の
集
積
を
目
指
す
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。2
0
1
5
年
度
か
ら
は
、北
海
道
内
の
も
の
づ

く
り
系
大
学
・
高
専
が
中
心
と
な
っ
て
、卒
業
生
の
地
元
就
職
率

の
向
上
を
目
的
と
し
た
雇
用
創
出
や
、
若
者
の
地
域
定
着
を
促

進
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
魅
力
度
ア
ッ
プ

に活きる人材の育成地域
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
主
産
業
は
第
１
次
産
業
で
す
。北
見
工
業

大
学
で
は
か
ね
て
よ
り
、北
見
市
、地
域
の
産
業
界
・
試
験
研
究
公

組
織
・
他
大
学
な
ど
と
連
携
し
、地
域
産
業
の
活
性
化
や
地
域
課
題

の
解
決
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
０
０
６
年
度
か
ら
は
、
第
１
次
産
業
の
中
で
も
特
に
農
業
に

着
目
し
、
新
た
な
農
業
関
連
事
業
を
開
拓
す
る
工
学
的
素
養
を
備

え
た
人
材
を
育
成
し
て
き
ま
し
た
。対
象
者
は
、
農
業
に
関
心
が
あ

り
新
規
参
入
を
考
え
て
い
る
土
木
・
建
設
業
の
関
係
者
や
、農
業
関

連
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
立
ち
上
げ
を
目
指
す
方
、
工
学
的
な
新
技
術
を

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
農
業
者
な
ど
で
す
。現
在
で
は
教

育
対
象
の
範
囲
は
北
見
工
業
大
学
生
へ
も
広
が
り
、農
業
と
そ
の
産

品
関
連
の
産
業
に
関
心
の
あ
る
学
生
を
育
成
・
輩
出
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
２
０
２
１
年
度
総
合
型
選
抜
入
試
に
第
１
次
産
業

振
興
枠
を
新
設
。こ
れ
か
ら
は
、
農
業
後
継
者
や
第
１
次
産
業
へ
の

新
規
参
入
を
志
望
す
る
人
材
な
ど
を
学
生
と
し
て
迎
え
入
れ
、
第

１
次
産
業
の
発
展
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
も
取
り
組
み
始
め

ま
す
。

工
農
連
携

文部科学省　科学技術振興調整費　地域再生人材育成事業
「新時代工学的農業クリエーター人材創出プラン」
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産業界との連携地域
　本学では、2019年から民間企業と「共同研究講座」を開設してい
ます。講座の設置によって安定した研究基盤が構築でき、研究のスピ
ードアップや事業戦略・製品戦略にあった確実な研究成果が期待され
ています。地域産業発展への貢献を目指す本学では、地域企業との
講座開設が進んでいます。

　
北
見
工
業
大
学
も
、北
見
市
・
地
域
産
業
界
と
と
も
に
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
参
画
し
、
地
域
が
求
め
る
人
材
を
輩
出
す
る
た

め
の
教
育
改
革
、
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
就
職
先
の
創
出
な

ど
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、学
生
と
地

域
企
業
と
の
懇
談
会
や
合
同
企
業
説
明
会
の
実
施
、
会
社
見
学

や
社
長
さ
ん
た
ち
か
ら
の
お
話
を
い
た
だ
く
講
話
の
機
会
な
ど
、

地
域
企
業
の
魅
力
を
学
生
に
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
、
北
見

地
域
の
企
業
の
魅
力
を
学
生
に
伝
え
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

教
育
で
は
、学
生
独
自
の
目
線
か
ら
地
域
の
課
題
を
抽
出
し
、自

ら
が
地
域
を
学
ん
で
い
く
こ
と
で
そ
の
課
題
の
解
決
策
を
導
き

出
す
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
授
業
も
行
っ
て
お
り
、少
し
ず
つ
学
生

の
地
域
を
見
る
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
で
は
、
学
部

卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
大
学
院
修
了
生
も
地
域
企
業
に
就
職
し

始
め
て
い
ま
す
。

株式会社北見ハッカ通商との共同研究講座を設置
（報道発表：2019年11月26日（場所：北見ハッカ通商本社））

環境大善株式会社との共同研究講座を設置
（記者会見：2020年6月29日（場所：北見工業大学））

　本学は、2017年６月から、環境大善株式会社と家畜の尿を原料とす
る微生物消臭材の分析・開発などに関する包括的な共同研究を継続して
きています。
　この取り組みを深化・推進し、社会実装による地域産業の高度化の拠
点とするため、2020年に本学２件目となる共同研究講座を設置。記者
会見では、設置経緯や研究内容、本講座の展望について紹介しました。
　2020～2024年度の５年間を設置期間とする本講座では、畜産廃棄
物の活用技術を解明・高度化することで、有機農業の生産性を向上させ、
SDGs（持続可能な開発目標）へも貢献することが期待されます。

　本学初となる共同研究講座は、株式会社ハッカ通商と開設しました。
2019年12月から5年間、本学1号館にHAKKA LAB（ハッカラボ）と命
名して設置しています。
　報道発表では、本講座の展望や、これまで行ってきた共同研究の実績
紹介を行いました。
　記者からは、地域のハッカ草やハッカ加工物の生産量に関する研究内
容、製品開発に関する具体構想など、多くの質問が投げかけられ、今後の
研究成果に地域からも多くの期待を寄せられていることが窺えました。
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本学では、２０１７年度に学部改組を行い、２学科８コースの教育体制となりました。
「新しいカリキュラム」では、新たに始まった科目を紹介していきます。
今回は、３年次に開講している各コースの専門科目から２科目を紹介します。

受 講 生 の 声
　私は今まで運動部に所属したことがなかったので、トレー
ニングをする際は浅い知識による独自の方法で行ってい
ました。この授業では筋肉の構造や専門的なトレーニング
メニューについて学ぶので、自分に合うトレーニング方法を
見つけることができました。食品の効能や基礎代謝の計算
方法についても学ぶので、より一層食事管理を意識するよ
うになりました。

地域未来デザイン工学科４年　　能沢　未有

　それぞれのテーマ毎に専門の先生のお話を聞き、カーリ
ングの最先端の研究に触れられるなど、自分が所属するコ
ースだけでは得ることができない貴重な体験をすることが
できました。栄養素やメンタルトレーニングの話などは、ス
ポーツに限らず、知っていて損のない内容だと思います。

地域未来デザイン工学科４年　　中村　瑞稀

スポーツ工学
地域未来デザイン工学科　バイオ食品工学コース

応用化学系　教授　新井　博文

　本学の教育・研究における主要分野の一つに冬季スポーツ科学があ
ります。バイオ食品工学コースの「スポーツ工学」（３年次後期）は、バイ
オ食品工学コースで学んだ専門科目を土台とした分野横断的発展科目
であり、冬季スポーツ科学への貢献を目指しています。
　授業では、骨格筋収縮メカニズム、アスリートの各種トレーニング・休
息方法、スポーツパフォーマンスの発揮とケガの予防のための栄養摂
取法について学ぶとともに、カーリングおよびアルペンスキーについて
工学的な側面からアプローチすることで理解を深めことができます。
　授業はオムニバス講義形式で異なる分野を専門とする５人の教員が
協働で担当し、アクティブラーニングも一部取り入れています。
　選択科目ですので、どのコースの学生でも受講大歓迎です。バイオ食
品工学コース以外の学生も十分に理解できますよ ！

超音波
Elastography
による腓腹筋組織
硬度の計測

ノルディック・
ウォーキングの
モーション
キャプチャーによる
動作解析測定風景

スポーツパフォーマンスとエアロおよびアネロビックパワー スポーツに必要な五大栄養素と働き、エネルギー代謝

情報科学による
カーリング戦術支援

カーリングのフィジカルおよびメンタルトレーニング、
ゲーム分析

アルペンスキーの競技特性、パフォーマンス、
トレーニング
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光学材料
地球環境工学科　先端材料物質工学コース
応用化学系　准教授　古瀬　裕章

受 講 生 の 声
　光学材料の講義では、幾何光学や波動光学、電
気光学、磁気光学の基礎知識や蛍光体やレーザー
に関する知識を学びました。この講義で学んだ光
の偏光や光学素子、希土類の蛍光体、レーザーに
関する知識は私の卒業研究にとって欠かせない
重要なもので、今も毎日研究に活用しています。

地球環境工学科４年　　鏡　有輝

LEDとLD
（半導体レーザー）の
動作原理の違い

　〝光〟は照明を中心に、情報通信や医療、加工産業、バイ
オなどの幅広い分野で利用されており、私たちの生活に
欠かせない技術となっています。２１世紀は光の時代と言
われているように、２１００年まで今後８０年の間には多くの
革新的な光技術が開発され、環境問題やエネルギー問題
の低減など、さらに私たちの生活と深く関係していくもの
と考えられます。
　新しい光技術の開発には、新しい光デバイスの開発が
不可欠であり、さらにそれを実現するためには新しい光学
材料の創出が重要です。例えば、蛍光体は照明、レーザー
装置、医療などに利用されますし、紫外域や赤外域を透過
する窓材料も加工分野や計測分野に必要な光学材料で
す。素晴らしい光学材料や光デバイスを開発するために
は、光学の基礎知識と基本的な光学部品について理解し
ておくことが重要です。

　本科目では、前半に幾何光学と波動光学の基礎を学び
ます。特に光の偏光について理解を深めるために、平面
波の数学的記述から説明を行い、偏光子や波長板と呼ば
れる偏光制御素子を通過した後にどのように変化するか、
行列計算を用いて理解します。また、電気光学材料、磁気
光学材料などの偏光制御素子についても基本原理を学
びます。
　その後、光ファイバーの基本原理や、約１００ｋｍ間隔で
設置されている光ファイバー増幅器の構造、増幅器に用
いられる希土類蛍光体の種類とメカニズムの講義を経て、
蛍光粉体、半導体発光素子、受光素子といった代表的な
光学材料や、透明セラミックス蛍光体、非線形光学材料と
いった次世代の光学材料に至るまで幅広く講義を行って
います。

次世代光学材料として期待されている
透明なセラミックス

直線偏光の
概念を理解
します

レンズの様々な
収差問題について
学びます

特定の光の偏光では、
ある反射角で反射率が
ゼロになる様子を動画
で紹介

様々な白色照明用
LEDの発光原理図

近赤外光を照射したら可
視で光るアップコンバー
ジョン蛍光体の概念図
医療分野や太陽電池へ
の展開が期待されている
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「オホーツクスカイ」では、北見工業大学で行われている価値ある独創的な研究を連載し、紹介していきます。

研究広報シリーズ〈25〉
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日
本
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
維
持

　「
イ
ン
フ
ラ
」
は
私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
、
社
会

経
済
を
支
え
る
社
会
基
盤
で
す
。日
本
で
は
、2
0

1
3
年
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、安
全
で
強
靱
な
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
基
盤

強
化
や
新
技
術
の
開
発
・
導
入
な
ど
で
す
。こ
れ
ら

の
取
り
組
み
で
は
、防
災
・
減
災
対
策
等
と
の
連
携

に
よ
り
、維
持
管
理
・
更
新
を
効
率
化
す
る
こ
と
な

ど
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
見
工
業
大
学
と
社
会
基
盤

　
北
見
工
業
大
学
に
は
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
創
生

研
究
パ
ー
ク
」
と
い
う
　
万
㎡
以
上
に
お
よ
ぶ
実

31

験
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、
土
木
構

造
物
の
実
験
が
可
能
な
広
大
な
土
地
と
社
会
基
盤

施
設
で
あ
る
橋
や
堤
防
、
道
路
な
ど
の
実
物
大
ス

ケ
ー
ル
で
の
実
験
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
私
た
ち
の
豊
か
な
生
活
を
支
え
て
快

適
さ
と
安
心
・
安
全
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
る

「
構
造
物
」
に
係
わ
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
先
生
の
中
か
ら
、３
人
の
先
生
に
ご
登
場
い

た
だ
き
ま
す
。

司会　どのような研究を行っているのですか。

髙
井
　
流
体
関
連
振
動
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。流
体
関
連
振
動
と
は
何
ら
か
の
形
で
流
体
や
熱
に

関
係
の
あ
る
振
動
・
音
響
現
象
の
総
称
で
す
。流
体
と
構
造

体
が
連
成
し
て
発
生
す
る
振
動
や
流
体
中
で
の
構
造
物
の

振
動
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
構
造
物
の
振

動
に
関
す
る
研
究
で
は
、
機
械
工
学
と
流
体
工
学
が
対
象

研
究
分
野
に
な
り
ま
す
。

機械電気系　准教授

髙井　和紀 たかい かずのり

主担当：地球環境工学科
　　　　エネルギー総合工学コース
流体工学を専門とする

社会環境系　准教授

川尻　峻三 かわじり しゅんぞう

主担当：地球環境工学科
　　　　環境防災工学コース
地盤工学、土質力学を専門とする

社会環境系　准教授

井上　真澄 いのうえ ますみ

主担当：地域未来デザイン工学科
　　　　社会インフラ工学コース
コンクリート工学、材料学を
専門とする 川

尻
　
私
は
堤
防
や
宅
地
造
成
盛
土
等
の
人
が
造
っ
た
地

盤
構
造
物
の
維
持
管
理
や
健
全
性
診
断
技
術
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
ま
す
。地
盤
構
造
物
の
「
健
康
状
態
」
を
知
る

こ
と
で
、い
ま
ど
の
よ
う
な
手
当
て
が
、
ど
の
く
ら
い
の
時
期

に
、
ど
の
程
度
の
範
囲
で
必
要
と
な
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、豪
雨
や
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

井
上
　
私
は
、
構
造
物
を
支
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。北
海
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
は
、

積
雪
や
極
寒
な
ど
の
厳
し
い
環
境
下
に
曝
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
寒
冷
地
特
有
の
凍
害
や
、
道
路
の
凍
結
防
止
剤
に
含

ま
れ
る
塩
化
物
に
よ
る
塩
害
な
ど
を
受
け
や
す
く
、
老
朽

化
が
進
み
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、
寒
冷
地
に

お
い
て
も
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
実

現
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。社会連携推進センター　准教授

司会 内島　典子 うちじま ふみこ

主担当：地球環境工学科/
　　　　地域未来デザイン工学科
　　　　地域マネジメント工学コース
技術アウトリーチを専門とし、
北見工業大学の魅力を全国に発信
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司会　取り組んでいる研究についてもう少し詳しく教えてください。

井
上
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寿
命
を
左
右
す
る
大
き
な
要
素
と
な
る
の
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
に
配
置
さ
れ
た
鉄
筋
で
す
。私
は
、
安
全
・
安
心
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
造
る
に
は
、鉄
筋
に
代
わ
る供
錆
び
な
い
補
強
材
僑の

活
用
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
強
ア
ル
カ
リ
な
材
料
な
の
で
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
で
は
基

本
的
に
鉄
筋
は
錆
び
ま
せ
ん
。し
か
し
、
様
々
な
環
境
作
用
を
受
け
る
う

ち
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア
ル
カ
リ
が
低
下
し
た
り
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ひ
び
割

れ
が
発
生
す
る
と
水
や
酸
素
、
塩
分
が
浸
入
し
や
す
く
な
り
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
中
で
あ
っ
て
も
鉄
筋
は
腐
食
し
強
度
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

鉄
筋
は
人
間
で
い
え
ば
骨
の
よ
う
な
も
の
。構
造
物
に
お
い
て
力
学
的
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
鉄
筋
の
腐
食
状
態
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
寿
命
を
決
め
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

井
上
　
そ
こ
で
私
は
、
新
設
す
る
構
造
物
に
対
し
鉄
筋
表
面

を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る「
金
属
溶
射
」と
い
う
技
術
を
使
っ
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
中
の
鉄
筋
腐
食
を
予
防
す
る
技
術
や
、
既
設
の
構

造
物
で
す
で
に
腐
食
し
て
い
る
場
合
に
は
亜
硝
酸
と
い
う
化

学
物
質
を
用
い
て
補
修
す
る
こ
と
で
そ
の
進
行
を
抑
え
る
技

術
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
技
術
は
、
現
在

課
題
と
な
っ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
維
持
管
理
や
更

新
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、

近
年
頻
発
す
る
様
々
な
自
然
災
害
に
耐
え
得
る
強
い
イ
ン
フ

ラ
を
安
心
し
て
持
続
的
に
活
用
す
る
う
え
で
、
大
き
な
助
け

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
井
　
私
の
研
究
の
目
的
は
、
流
れ
と
構
造
物
の
振
動
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
て
流
れ
を
制
御
す
る
こ
と
で
す
。モ
デ
ル
実
験
を
実
施
し
て
各
種

計
測
機
器
を
用
い
た
測
定
を
行
い
、振
動
状
態
や
流
れ
の
状
態
を
解
析

溶射鉄筋コンクリート部材の疲労耐久性試溶射鉄筋コンクリート部材の疲労耐久性試験験

A-Mg合金溶射技術
上：鉄筋へのAl-Mg溶射施工の様子
下：普通鉄筋と溶射鉄筋の外観

コンクリート暴露試験体の設置の様コンクリート暴露試験体の設置の様子子
(オホーツク海網走鱒浦漁港排水トラフ内(オホーツク海網走鱒浦漁港排水トラフ内))

耐食性に関しては、実際の自然環境下での長期的
なモニタリングが不可欠
オホーツク海沿岸の干満帯という凍害と塩害の
複合作用を受ける厳しい腐食環境での暴露実験

川
尻
　
堤
防
に
関
し
て
は
、
堤
防
決
壊
を
早
期
に
察
知
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ

ン
サ
ー
の
検
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
宅
地
造
成
盛
土
に
関
し

て
は
、
人
工
的
な
地
震
を
与
え
て
地
盤
の
硬
さ
を
調
査
し
て
い
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
、２
０
１
６
年
北
海
道
豪
雨
災
害
で
の
常
呂
川
の
堤
防
被
災
や
、

２
０
１
８
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
札
幌
市
の
宅
地
が
被
災
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
着
手
し
た
研
究
で
す
。

溶射鉄筋

普通鉄筋

構造物
～私たちの暮らしを支える社会インフラ・診断～

研究広報シリーズ〈25〉
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川
尻
　
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
や
健
全
性
評
価
は
、安
全
・
安

心
な
社
会
の
確
立
を
下
支
え
す
る
研
究
で
、
豪
雨
や
地
震
が
あ
っ

て
も
対
象
と
な
る
構
造
物
が
性
能
を
き
ち
ん
と
発
揮
し
て
命
や
財

産
を
守
る
性
能
が
あ
る
か
を
調
べ
る
作
業
で
す
。一
見
す
る
と
地
味

な
研
究
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、少
し
見
方
を
変
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。下
支
え
す
る
も
の
が
老
朽
化
し
、
朽
ち
て
壊
れ
て

い
く
と
思
う
と
ゾ
ッ
と
し
ま
せ
ん
か
。社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

や
健
全
性
評
価
は
、
確
実
に
社
会
を
守
る
最
重
要
で
最
先
端
の
技

術
が
必
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
す
。効
率
的
で
高
精
度
な
維
持
管
理

や
健
全
性
評
価
手
法
を
研
究
・
開
発
し
、安
全
・
安
心
な
社
会
の
確

立
を
下
支
え
し
た
い
で
す
。

髙
井
　
流
体
関
連
振
動
現
象
は
１
９
４
０
年
の
米
国
の
タ
コ
マ
ナ
ロ
ー

ズ
橋
の
横
風
に
よ
る
崩
壊
に
端
を
発
す
る
非
常
に
古
く
か
ら
あ
る
課
題

で
す
。ま
た
１
９
９
５
年
の
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
お
け
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い

事
故
も
こ
の
現
象
の
発
現
が
発
端
で
す
。現
在
は
橋
梁
や
円
柱
状
構
造

物
に
お
け
る
安
全
設
計
指
針
な
ど
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
に
お
い

て
も
長
い
大
橋
に
お
け
る
振
動（
２
０
２
０
年
中
国
）や
着
雪
・
着
氷
を

有
す
る
送
電
線
で
の
振
動
（
２
０
０
５
年
新
潟
大
停
電
、
２
０
１
５
年

長
野
大
規
模
停
電
）
な
ど
が
あ
り
、
身
の
回
り
の
流
れ
と
様
々
な
構
造

物
と
が
関
係
す
る
振
動
現
象
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
度
か
ら
は
着
雪
・
着
氷
モ
デ
ル
に
お
け
る
流
力
振
動
現
象
に
も

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。工
学
的
な
制
御
と
し
て
振
動
を
抑
え
込
む
だ

け
で
は
な
く
、活
用
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

札幌市での表面波探査
人工的な地震を与えて地盤の硬さを調査

札幌市の宅地盛土での調査結果
3次元的なS波速度分布
（赤いほど地盤が軟らかい）

冬期の表面波探査により凍結し冬期の表面波探査により凍結したた
地盤構造物の状態把地盤構造物の状態把握握

オホーツク地域創生研究パークでの実物大試験堤オホーツク地域創生研究パークでの実物大試験堤防防
堤防決壊を早期に察知するICTセンサーの検証実堤防決壊を早期に察知するICTセンサーの検証実験験

し
て
現
象
の
把
握
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
討
、
制
御
を
試
み
て
い
ま
す
。制
御

に
は
構
造
物
の
振
動
回
避
や
抑
制
と
い
っ
た
振
動
現
象
を
防
ぐ
方
向
と
、

流
れ
に
起
因
す
る
振
動
を
利
用
し
た
発
電
や
振
動
に
よ
る
混
合
・
拡
散

と
い
っ
た
振
動
現
象
を
利
用
す
る
方
向
と
の
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

振動する角柱まわりの流れ
（正方形柱，縦横比1:1）

振動する角柱まわりの流れ
（長方形柱，縦横比1:5）



 

OkhotskSkieOkhotsk Skiess1144

研
究
広
報
シ
リ
ー
ズ

司会　北見工業大学が持つ研究環境だからこその研究への思いやこの地域で今後、挑戦したい

　　　もしくは新たに取り組もうと考えていることはありますか。

井
上
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
我
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
今
後
も
１
０

０
年
２
０
０
年
と
社
会
を
支
え
続
け
る
重
要
な
材
料
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。私
は
、
北
見
工
業
大
学
に
来
る
ま
で
は

関
西
の
温
暖
な
地
域
で
研
究
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
地
域
に

来
て
は
じ
め
て
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
寒
冷
地
特
有
の
様
々
な
課
題
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
新
た
に
、
特
別
な
温
度
管
理
を
必
要
と
し
な
い
供
凍
ら
な

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
僑
の
開
発
に
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

が
実
用
化
で
き
れ
ば
、
寒
冷
地
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
長

年
の
課
題
で
あ
る
通
年
施
工
化
の
実
現
に
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、季
節
を
問
わ
ず
襲
い
掛
か
る
様
々
な
自
然
災
害
に
対
し
て
、

冬
場
で
あ
っ
て
も
早
急
な
復
旧
工
事
が
可
能
と
な
り
、
寒
冷
地
域

の
安
心
・
安
全
な
生
活
と
防
災
力
の
維
持
に
貢
献
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

髙
井
　
川
尻
先
生
が
セ
ン
タ
ー
長
を
さ
れ
て
い
る
本
学
の「
地
域
と
歩

む
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
」に
は
、私
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
セ
ン
タ
ー
の
一
員
に
な
る
ま
で
は
「
防
災
」
を
工
学
の
面
か
ら

意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、こ
の
機
に

自
身
を
振
り
返
る
と
、
私
の
恩
師
で
あ
る
坂
本
弘
志
先
生
が
手
が

け
実
用
化
に
至
っ
た
防
雪
柵
の
研
究
に
私
も
参
画
し
て
い
ま
し
た
。

防
雪
柵
の
開
発
は
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
冬
季
間
の
道
路
交
通

障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
、
現
在
の
物
流
を
支
え
る
要
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
何
か
と
接
点
を
持
つ
部
分
が
あ

っ
た
こ
と
に
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
は
、
流
体
工

学
を
専
門
と
す
る
立
場
と
視
点
か
ら
、
積
雪
寒
冷
地
と
防
災
と
に

関
わ
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

川
尻
　「
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
創
生
研
究
パ
ー
ク
」
が
あ
る
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
利
点
で
す
。セ
ン
サ
ー
の
開
発
や
調
査
手

法
の
検
討
な
ど
を
実
物
大
の
大
規
模
な
地
盤
構
造
物
で
検
証
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
髙
井
先
生
、
井
上
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
通

り
北
見
の
よ
う
な
寒
冷
環
境
は
他
の
地
域
で
は
絶
対
に
真
似
で
き

ま
せ
ん
。こ
の
気
候
環
境
と
実
物
大
構
造
物
の
合
わ
せ
技
で
北
見

工
業
大
学
ら
し
い
独
創
的
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
環
境
の
魅
力
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

北見工業大学応用機械工学科出身
学生時代は熱工学を学び
平成７年の北見工業大学着任を機に
流体工学の研究に携わる

写真は、国の事業によって防雪柵を
開発していた際の打ち合わせ風景
（写真左：坂本弘志本学名誉教授）
（写真右：髙井先生）

実用化に至った防雪柵

構造物
～私たちの暮らしを支える社会インフラ・診断～

研究広報シリーズ〈25〉

1155OkhotskSkieOkhotsk Skiess

井
上
　
そ
う
で
す
ね
。寒
冷
地
と
い
う
特
殊
な
環
境
に
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
北
見
工
業
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
研
究
環
境
が
あ
る
と

い
う
こ
と
、
私
が
手
が
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
そ
う
で
す
。こ
の
環
境

が
研
究
を
行
う
上
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
ね
。

川
尻
　
具
体
的
に
数
値
が
出
て
く
る
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
行
政
や
民
間
の
若
手
の
方
に
向
け
た
講
習
会
や
勉

強
会
な
ど
を
開
き
、
維
持
管
理
や
健
全
性
診
断
の
勘
所
や
最
新
技

術
に
つ
い
て
多
く
の
方
と
情
報
共
有
す
る
場
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
、
研
究
者
と
し
て
社
会
貢
献
に
資
す
る

重
要
な
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　私たちは「構造物」と言われると、住宅や高層

ビルのよう建造物をイメージしがちです。もちろ

んこれら建造物も私たちが生活を送るうえで重要

な構造物です。

　しかし、今回お話をお聞きして、ありとあらゆ

る構造物に私たちは囲まれて支えられて生活して

いること、その構造物の周りの流れやそれら構造

物の維持管理や未然に事故を防ぐための材料、地

盤に関する研究が行われていることを知りました。

　ぜひこの寒冷の地である北見工業大学の環境で

私たちにさらなる安全と安心をもたらす研究成果

が生まれることを楽しみにしています。

　今日はありがとうございました。

平成22年に北見工業大学に赴任。
北見は北海道初めての地。

写真は赴任１年目に直接指導した
２人の４年生との記念写真
（写真中央：井上先生）

平成26年に北見工業大学に赴任平成26年に北見工業大学に赴任。。
前職は本州の民間機関の「防災技前職は本州の民間機関の「防災技術術
研究部」研究員として地盤構造物研究部」研究員として地盤構造物にに
関する研究を推関する研究を推進進

写真は、前職の新入社員研修写真は、前職の新入社員研修時時
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3名■現在の部員数柔道部 武道場（大学敷地内）■普段の活動場所

主な大会成績（2019年度）

全国国立工業大学柔剣道大会出場

活動内容

各部員によるハッカソンへの参加、
Mintech※の開催、
オンライン学祭の独自開催

大学に入ってからＰＣを持った人も
　こんにちは、情報処理技術研究会、通称「処理研
（しょりけん）」です。
　私たちは普段、食堂の隣の建物である文化サークル
棟にて、平日は18:15～21:00、土日は都合の良い時
間帯で2時間ほど活動しています。
　処理研には、内容ごとに研究会が存在しており、そ
れぞれパソコンを使ってプログラミング、作曲、動画
制作、3DCG、ゲーム制作、デジタルイラスト、Linux
の操作をしたり、電子工作をしています。さらに、研
究会は新しく発足することもでき、今も新たな研究会
が生まれようとしています。
　大学に入ってからパソコンを持った人も多く、年に
２回の合宿や、焼肉などの交流も盛んです。興味があ
る方は、ぜひ処理研のTwitterやHPをご覧ください。

初心者、経験者、どちらも大歓迎
　私たち柔道部は毎週火曜日と木曜日に大学構内にあ
る武道場で練習を行い、人数が少ないときは筋トレをし
て毎年夏に行われる大会に向けて部員同士日々切磋琢
磨しています。
　柔道といえば厳しい練習や怪我の多いスポーツだと
思い、柔道というスポーツに対して一歩踏み込めない、
という方がいるかも知れません。しかし、そんなことはあ
りません。緩い雰囲気で先輩方も優しく、未経験者でも
先輩たちが一から丁寧に教えてくれるので初心者でも
怪我なく安全に楽しむことができます。もちろん経験者
も大歓迎です ！
　新入生が入部したときには歓迎会などのイベントもあ
り、部員同士の親睦を深められるようにしています。
　少しでも興味がある人はぜひ武道場に来てみてくだ
さい ！

38名■現在の部員数情報処理技術研究会 第一会議室（文化サークル棟）■普段の活動場所

2020年3～10月までサークル活動を禁止していましたが、11月から少しずつ活動ができるようになってきています

※IT系を始め、様々なジャンルの技術的な話を聞く
　ことを目的として北見市で開かれる勉強会
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女
性
研
究
者
紹
介

―
異
文
化
に
触
発
さ
れ
て
教
育
現
場
へ

　
私
は
幼
い
頃
か
ら
日
本
の
伝
統
文
化
や

海
外
の
異
文
化
に
興
味
が
あ
り
、「
同
じ
人

間
で
あ
り
な
が
ら
、ど
う
し
て
多
種
多
様
に

違
う
の
か
？
こ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

る
の
か
？
」と
い
う
素
朴
な
疑
問
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。学
生
時
代
に
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、文
化
、価
値
観
、学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の

違
い
を
体
得
し
ま
し
た
。教
育
実
習
も
行
い

ま
し
た
が
、そ
れ
が
衝
撃
的
な
ほ
ど
に
楽
し

か
っ
た
こ
と
が
教
育
への
道
を
進
む
気
持
ち

を
本
気
に
さ
せ
ま
し
た
。

―
学
生
の
異
文
化
交
流
を
支
え
る

　
現
在
、海
外
か
ら
の
留
学
生
は
　
か
国

14

か
ら
約
　
人
お
り
、日
本
人
学
生
も
果
敢

80

に
海
外
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

留
学
や
海
外
研
修
な
ど
、学
生
は
そ
の
準

備
や
最
中
は
勉
強
や
言
葉
や
文
化
の
違
い

に
苦
し
ん
だ
り
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。し
か
し
、帰
国
し
た
学
生
の

顔
は
達
成
感
と
自
信
に
満
ち
て
い
て
、感
動

を
覚
え
る
ほ
ど
で
す
。

―
国
際
交
流
の
成
果
を
研
究
へ
と
活
か
す

　
私
は
こ
れ
ま
で
、日
本
で
英
語
を
、ア
メ

リ
カ
で
日
本
文
化
を
教
え
る
教
育
現
場
に

立
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
は
地
元
で
あ
る
オ

ホ
ー
ツ
ク
に
戻
り
、こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た

こ
と
を
還
元
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
思
い

ま
す
。北
見
工
業
大
学
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
や
留
学
生
に
も
温
か
く
ご
協
力
い

た
だ
け
る
こ
の
地
域
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
活
か
し
て
、少
し
ず
つ
で
す
が

学
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
地
域
の
国
際

化
」に
貢
献
で
き
る
研
究
者
と
し
て
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。２
０
２
０
年
に
入
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
状
況

で
す
が
、そ
ん
な
中
で
も
留
学
し
て
勉
強
し

た
い
と
い
う
学
生
の
熱
意
を
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
、教
育
や
研
究
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

―
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
若
い
時
に
様
々
な
価
値
観
と
出
会
う
こ

と
は
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
出
会
っ

て
き
た
学
生
の
中
に
は
、留
学
生
と
イ
ベ
ン

ト
で
交
流
す
る
、留
学
生
の
お
世
話
係
を
や

っ
て
み
る
、と
いっ
た
小
さ
な
こ
と
か
ら
挑
戦

地域の国際化に 貢 献できる研究者として邁進したい

し
て
、大
学
院
留
学
を
し
て
い
る
学
生
も
い

ま
す
。ぜ
ひ
異
文
化
に
興
味
を
持
ち
、積
極

的
に
留
学
や
研
修
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

【くぼ　ひろみ】
地域国際系
主　担　当：地球環境工学科／地域未来デザイン工学科　
　　　　　地域マネジメント工学コース
国際交流センター
専門分野：教育学
学　　位：教育学修士
2020年に北見工業大学着任

久久保保比比呂呂美美
講師
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女
性
研
究
者
紹
介

経験は 自分の能力を 高めることに 繋がります

―
研
究
者
を
目
指
す
き
っ
か
け

　
私
が
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

「
真
摯
さ
」で
す
。何
ご
と
も
継
続
し
て
取
り

組
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。そ
の

よ
う
な
姿
勢
が
周
囲
に
も
認
め
ら
れ
、指

導
教
員
か
ら
は「
ぜ
ひ
大
学
院
へ
進
学
し
て

研
究
者
の
道
に
進
ん
で
」と
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。

―
手
が
け
て
い
る
研
究

　
介
護
労
働
者
の
労
働
効
率
や
満
足
度
な

ど
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。介
護

業
務
は
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
が
大
き
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、離
職
率
が
最

も
高
く
、雇
用
管
理
や
介
護
業
務
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
社
会
的
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
問
題
解

決
に
向
け
、介
護
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
の
特

徴
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
研
究
者
の
魅
力

　
世
の
中
に
は「
な
ぜ
？
」と
思
う
こ
と
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。「
研
究
」は
そ
れ
ら
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
見
出

す
こ
と
で
す
。自
ら
興
味
を
持
っ
た
も
の
に

対
し
て
夢
中
に
打
ち
込
む
こ
と
で
世
の
中

に
貢
献
で
き
る
こ
と
、こ
れ
が
研
究
者
の
大

き
な
魅
力
で
す
。

―
女
性
と
し
て
の
研
究
者
の
道

　
私
は
い
ま
大
学
の
研
究
者
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
が
、一
般
的
に
、女
性
は
出
産

や
育
児
で
、な
か
な
か
自
由
な
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。実
際
に
私
も
出

産
を
経
験
し
、今
は
育
児
に
追
わ
れ
る
毎

日
で
す
。し
か
し
、自
分
の
気
持
ち
・
意
志
さ

え
シ
ッ
カ
リ
し
て
い
れ
ば
、時
間
を
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
使
う
こ
と
で
自
由
に
研
究
に
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
れ
は
大
学
で
研

究
を
行
う
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。女

性
で
研
究
職
の
道
を
考
え
て
い
る
人
は
、ぜ

ひ
大
学
で
の
研
究
者
と
し
て
の
道
を
お
勧

め
し
た
い
で
す
。

―
最
後
に

　
若
い
と
き
に
、様
々
な
こ
と
に
と
に
か
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
で
す
。経
験
は
、自

分
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
れ
ら
経
験
か
ら
自
信
を
持
っ
て
、

何
か「
探
究
し
た
い
！
」と
い
う
気
持
や
意

欲
を
持
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
研
究
者
を

目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【う　あてい】
地域国際系
主　担　当：地球環境工学科／地域未来デザイン工学科　
　　　　　地域マネジメント工学コース
専門分野：経営工学、マネジメント
学　　位：博士（工学）
2018年に北見工業大学着任

ウウ　アアテテイイ
助教
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科
研
費
研
究
紹
介

科
研
費
（
科
学
研
究
費
補
助
金
/
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
）
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
を
紹
介
し
ま
す
。

　現在ではロボットの社会的利用が進み、需要が高まっていますが、そ
の要求は多岐に渡ります。また、コミュニケーションロボットのように
人と接することを目的としたロボットも多く登場しており、そうしたロ
ボットはデザインが重要になります。しかし、これまでのロボットの設
計は一般的に長期間を要し、ロボットとして成立させる上ではデザイン
上の制約も多くなることから、望ましいデザインが実現できるとは限り
ませんでした。
　そこで私は3Dプリンタを最大限に利用してロボットの設計を簡易化
できる構造を構築することで、ロボットのデザインを守りつつ、それで
いてコンピュータによる自動設計が可能なロボットの設計手法を開発

しています。この手法によって、これまで実現が難しかったデザインのロボットも、誰でも簡単に短時間で設計
できるようになっています。また、ロボットへの要求が増えロボットが複雑になっていく中で、重心や電力消費

など様々なバランスを調整していかなくてはなりませ
ん。このような調整技術も、本来コンピュータが得意
とする分野なので、今後は更に複雑で精密なロボット
の自動設計にも応用可能にし、人間が設計するより優
れたロボット設計ができるようなコンピュータシステ
ムの構築を目指しています。

　最近「5G」という言葉をよく耳にするように、高度な情報通信技術
を利用した便利な生活が実現されています。それは世界中に張り巡ら
された高速な光ファイバー通信網に支えられていますが、伝送容量が
逼迫しておりさらなる高速化が急務となっています。光ファイバー通
信網内では光信号を処理する『光集積回路』というものが使用されて
おり、さらに高速な光通信システムを実現するために、より高性能な
回路の実現が求められています。この『光集積回路』では、周囲より
屈折率が高い領域に光を閉じ込めた素子内での光の振る舞いを制御す
ることで様々な機能を実現しています。光の振る舞いは物理法則から導かれる方程式に従いますが解けない方
程式です。そこで、コンピュータを利用してその答えを求めて素子の設計を行います。高性能な素子を設計する
ためには、素子の長さや幅など多くのパラメータを変えながら評価をするのが一般的です。本課題では、高い性
能を実現するパラメータの組み合わせを、機械学習の手法を使用してコンピュータが自動的に効率よく探し出し
てくれる方法の開発に挑戦しています。また、複数のコンピュータに分散させてより短い時間で探索することも
試みています。

3333333333DDDDDDDDDDププププププププププリリリリリリリリリリンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタをををををををををを利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ししししししししししたたたたたたたたたたロロロロロロロロロロボボボボボボボボボボッッッッッッッッッットトトトトトトトトトのののののののののの自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動設設設設設設設設設設3Dプリンタを利用したロボットの自動設計計計計計計計計計計計
シシシシシシシシシシスススススススススステテテテテテテテテテムムムムムムムムムムのののののののののの開開開開開開開開開開システムの開発発発発発発発発発発発

助教　山内　翔
情報通信系

88888888888
超超超超超超超超超超高高高高高高高高高高速速速速速速速速速速光光光光光光光光光光フフフフフフフフフファァァァァァァァァァイイイイイイイイイイババババババババババーーーーーーーーーー通通通通通通通通通通信信信信信信信信信信ののののののののののたたたたたたたたたためめめめめめめめめめ超高速光ファイバー通信のためののののののののののの
高高高高高高高高高高性性性性性性性性性性能能能能能能能能能能光光光光光光光光光光信信信信信信信信信信号号号号号号号号号号処処処処処処処処処処理理理理理理理理理理素素素素素素素素素素子子子子子子子子子子のののののののののの自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動設設設設設設設設設設高性能光信号処理素子の自動設計計計計計計計計計計計

主担当：地域未来デザイン工学科
　　　　情報デザイン・コミュニケーション
　　　　工学コース（ ）

『光集積回路』に使用される 多モード干渉カプラという素子 （左）と、その内部を光波が干渉しながら伝わる様子 （右）

准教授　安井　崇
情報通信系

主担当：地域未来デザイン工学科
　　　　情報デザイン・コミュニケーション
　　　　工学コース（ ）

入力デザイン 自動設計されたロボット



大学院博士前期課程
新たなスタート

１専攻・４専修プログラム
～学部・大学院６年一貫的教育体系へ～

専門能力を深化、横断的研究力と学際分野への展開力を育成

　北見工業大学は、2017年度に学士課程を改組し、課題解決型の２学科・８コースを構築しました。特
定の学問分野にとらわれない幅広い視野と柔軟な思考力を持った人材の育成を強化しています。
　2021年４月、改組後の学士課程で学んだ学生を受け入れる新しい大学院体系として、多面的・複合
的な知識・能力をより高度化するために１専攻・４専修プログラムを設置します。
　大学院教育では、創造性に富み、企画力や指導力を発揮できる専門技術者を育成するべく、独創的
で高度な教育研究を推進する中で未来志向を喚起する教育を行い、知の世紀をリードできる個性ある
技術者を養成します。

博士前期課程１年次 博士前期課程2年次

・講義はクォーター制
・柔軟な科目履修を可能とするカリキュラム体系
・分野横断的な学習を実現し、複数の指導教員を配置を実現し、複数の指導教員を配置野横横断的な学習を の指導教員を配置

PBL型研究を推進（修士論文）
（課題解決学習,PBL, Problem-Based Learning）

第１クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター 第１クォーター 第2クォーター 第3クォーター 第4クォーター

社会産業構造変化
に対応した

基盤スキル・リテラシー
を学修

2021年
4月

ル
ををを

社社会会産
に対

基盤盤ス基盤盤ススキルスキル基盤盤ススキル
ををを

基盤基盤盤盤スススキ
・柔軟
分野・分野

化変化業構造変
対応した

シラシシーラシル リテラル・リテラ 分シシシラシル・リテラ
学修学修学修

シシラシラシテラ

データ
サイエンス

人文学
社会科学
語学マネジ

メント
工学
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五島慶太翁胸像の移設と屋外時計の新設

　北見工業大学を紹介する動画が完成
し、公式YouTubeサイトに公開しました。
　新型コロナウイルス感染拡大を防ぐ
ために各種イベントの実地開催が見送
られる中、たくさんの方に本学の魅力を
伝えたい ！ という思いから、本学ホーム
ページ「webオープンキャンパス」の開
始に合わせての公開となりました。
　教育・研究等の情報はもちろん、学生
生活や北見市の紹介など、本学の魅力
をたっぷりと詰め込んだ盛りだくさんの
内容です。
　受験生の方はもちろんですが、本学
に少しでも興味をお持ちいただいてい
る方は是非ご覧ください。

大学紹介動画が完成

大学紹介動画オープニン大学紹介動画オープニンググ

胸像は正面玄関の向かいに設胸像は正面玄関の向かいに設置置

移設した「五島慶太翁胸像」 正門の通りに設置した屋外時計

　同窓会からも「多くの学生に五島氏
の功績を知ってもらい、社会に巣立っ
てほしい」との声が寄せられました。
そこで、創立60周年を機に1号館正面
玄関前の緑地帯に移設する運びとな
りました。
　屋外時計は、かつては7号館と8号
館に挟まれた螺旋階段棟の外壁に設
けられていましたが、経年劣化のため
平成20年頃に取り外されていました。
今回、デザインに本学のロゴマークを
使用した温度表示付き屋外時計を、来
学される全ての方の目に留まるよう
正門を入ってすぐの通りに設置しま
した。
　創立60周年記念事業のシンボルと
して、五島慶太翁胸像と屋外時計が、
多くの方に親しまれるものとなるこ
とを期待しています。

　本学創立60周年記念事業の一環と
して行っていた、五島慶太翁胸像の移
設と屋外時計の設置が、９月４日（金）
に完了しました。
　五島慶太氏は東急グループの創業
者であり、本学の前身である北見工業
短期大学の設立に寄与された方です。
北見バスを傘下に収めていた東京急
行電鉄株式会社会長・五島氏に、当時
の北見市長・伊谷半次郎氏が不足して
いた設立費用の寄付をお願いし、快く
引き受けていただいたおかげで北見
工業短期大学が設立され、今日に至っ
ております。
　胸像は、教育に理解の深い五島氏に
感謝の意を込めて、伊谷市長が建立し
たものです。開学当時の正門に隣接し
て建立されました。しかしその後正門
が移設されたことから、胸像は人目に
触れる機会が少なくなっていました。

大学紹介動大学紹介動画画
（YouTubeプレイリスト）　（YouTubeプレイリスト）↓↓

「学生生活」や「北見情報」「学生生活」や「北見情報」のの
紹介チャプターには在学生が登紹介チャプターには在学生が登場場

←WEBオープ←WEBオープンン
キャンパ　　キャンパスス
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を乗り越えよう ！いっしょに頑張る、
北見工大

　コロナウイルス感染症。
　守るため、本学では様々な取り組みを行っています。

鈴木学長からのメッセージ

試行錯誤しながらのオンライン授業

学生生活支援金　学生248人に14,020,000円を支援しました

　４月から学生に向け「何よりも自分の生命と地域 の生活を守るた
めに皆さん一人ひとりが新型コロナウイルスに対する危機管理と意
識改革を同時に行っていただきたい。」と鈴木学長はホームページ
上でメッセージを送り続けてきました。
　前期授業は全てオンラインでの実施となりましたが、大学のメン
バーである学生と教職員全員が一致団結した行動をとってきたこと
もあり、10月からは新入生もキャンパスに。感染状況を注視しながら
対面授業も始まっています。

鈴木学長

現在、一時期のマスク価格
高騰や品薄状態は落ち着
きましたが、10月から順次
始まった対面授業には体
育の授業も。本学では全学
生に繰り返し洗って使える
【スポーツマスク】を配付
しました。

TOPICS!

笑顔を見せる教員と学生、ライブ配信ならではの交流も深める。

オホーツク地域と環境の一コマ「サケの一生オホーツク地域と環境の一コマ「サケの一生」」

ライブ配信による授業実施
オンデマンド授業とは異なり、ディスカッションや、
質疑応答も盛んに。

１年生の授業「オホーツク地域と環境」では、実際に見学
に行くことができない学生のため、担当教員自らオホー
ツクの魅力あふれる環境・文化を取材・撮影し、教材動画
を作成

　本学は2020年に創立60周年を迎え、各種事業を行うために２月から『北見工業大学創立60周年記念事業 修学支援基
金』を募集してきました。
　そんな折、今般の新型コロナウイルス感染症拡大という状況を迎え、急きょ本学独自の学生への経済的支援策として、この基
金を活用した「学生生活支援金」の給付を行いました。
　皆さまからのご寄附によりこのような学生の支援が
できましたこと、心より御礼申し上げます。今後とも温
かく力強いご支援をいただきますよう、お願い申し上
げます。

修学支援基金への申込み方法等は
創立60周年記念事業のWebサイトで
確認できます
www.kitami-it.ac.jp/60th/page-78/
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緊急
企画 新型コロナウイルス

2020年に入って猛威をふるい続けている新型　
学生や教職員をはじめ、地域の皆さまの生活を　

各種イベントのオンライン開催

感染症関連の研究がAMEDとJSTの事業に採択

　例年開催している【オープンキャンパス】や【おもしろ科学実験】などのイベントは実地での開催は見送りに。
イベント中止が危ぶまれるところでしたが、工夫をしながらWEBを利用したオンライン形式での実施にこぎつけました。

WEBオープンキャンパス「All time KIT！」は
7月下旬から公開中

小中学生を対象に毎年実施している「おもしろ科学実験」は８月に
オンデマンド開催。左図はコンテンツ作成のため動画を撮影する様子。

感染症対策に向け研究にも果敢に取り組んでいます。

WEBオープンキャンパス連動企画「２WEEKS！オンライン相談会 ！」を
９月に開催

国際交流センターが留学生のために定期的
に開催している交流会「Cアワー」。
11月には地元企業との交流会を開催

高校生の相談に乗る教高校生の相談に乗る教員員 女子高生ブー女子高生ブースス

どちらの研究も、研究代表者は奥村貴史教授（機械電気系、保健管理センター長）です。
医療分野における情報化の推進に資することを目指した研究成果に期待が寄せられます。

●国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
　　令和２年度 「ウイルス等感染症対策技術開発事業」
　　研究開発課題名：感染症危機管理における位置情報活用に向けた基盤的技術の開発
●国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
　　戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）令和２年度新規プロジェクト
　　プロジェクト名：医療情報化推進に向けた課題解明と2020年代における政策基軸の形成
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アルゴグラフィックス北見
カーリングホールOPEN！
　新たな通年型のカーリングホールが今年10月31日オープン
しました。北見市の地域資源であるカーリングを活用した地方
創生を推進するとともに、ジュニアの育成や競技のさらなる普
及発展を目指します。
　通年型3シートの専用屋内施設となっており、長年、冬季ス
ポーツ科学研究を行う北見工業大学と連携した競技力向上支
援システムを備え、今までにない先駆的なカーリングホールと
なっております。
　一般利用はもちろん、国内トップチームの練習や各種カーリ
ング大会、学校授業、社会人の研修事業、体験観光など幅広く
活用できますので、ぜひご利用ください！！

〔 文・写真：（一社）北見市観光協会 〕

https://www.kitami-it.ac.jp/

オープン記念の始投式を行うロコ・ソラーレ代表理事　本橋麻里さん


